
第１回 砂川市立小中学校統合準備委員会 次第  

 

日 時 令和４年５月 31日（火） 18:00～ 

場 所 砂川市役所 ２階大会議室 

 

 

１．開 会 

２．委嘱書交付 

３．挨 拶  砂川市教育委員会教育長 

４．会長及び副会長の選出 

５．説明、報告事項 

   ・これまでの経過について 

   ・小中学校統合準備委員会について 

   ・小中学校統合の流れについて 

   ・中学校統合委員会について 

   ・砂川市義務教育学校基本構想について 

   ・検討事項及び協議予定時期について 

６．その他 

７．閉 会 

 

 

 

別添資料 

別添１ 砂川市立小中学校統合準備委員会委員名簿 

別添２ 砂川市立小中学校統合準備委員会設置要綱 

別添３ 砂川市義務教育学校基本構想 

  

 

  



1 

 

 

  これまでの経過について 

 

教育委員会では、市内の児童生徒数が年々減少し、学校規模も大きく変化する中、将

来にわたり効果的な統一性のある教育活動を維持するため、平成30年度から市立小中学

校の適正規模・適正配置の検討を開始しています。 

検討にあたっては、今後の小中学校のあり方や基本的な考え方について、広くご意見

をお伺いすることが望ましいとして、市内の関係する各種団体・組織の皆様に対しまし

て適正配置に係わる「意見を聴く会」を開催し、皆様のご意見を踏まえながら、パブリ

ックコメントを経て、適正配置に係わる基本方針を令和元年６月に策定いたしました。 

令和元年８月、基本計画（案）の協議・検討を進めるため、市内関係団体からの推薦

により構成される検討委員会を設置し議論を重ねていただき、令和元年12月に検討委員

会より計画案となる提言書がまとめられました。 

教育委員会では、それまで検討委員会で整理いただいた内容を尊重しながら精査を進

め、令和２年５月に「砂川市立小中学校適正配置基本計画」を策定いたしました。 

その後、計画の内容について保護者、地域の方々に対して広く周知させていただくた

め、令和２年10月から11月にかけて11か所の会場で説明会を開催するとともに、令和３

年１月から４月にかけて各小中学校ＰＴＡに対して基本計画の推進について合意形成を

はかりました。 

令和３年６月には、「砂川市立小中学校統合準備委員会」「砂川市小中一貫教育推進委

員会」を設置し、令和５年度の中学校統合、令和８年度の義務教育学校の開校、小中一

貫教育の推進について協議を進めており、令和５年度の中学校統合に向けて本委員会で

協議いただいた事項について、「中学校統合に向けた提言書」としてまとめられ、令和４

年３月に受理いたしました。 

 中学校の統合に向けては、令和３年10月に、砂川中学校、石山中学校両校の校長、教

頭をはじめとする教職員を中心に構成された「中学校統合委員会」を設置し、学習関係

や学校生活、部活動や生徒会活動など具体的な協議が実施されています。 

 今年度で閉校となる石山中学校では、令和４年４月16日に「砂川市立石山中学校閉校

協賛会」が設立され、閉校記念式典や閉校記念行事などの準備が進められています。 

また、令和８年度の義務教育学校の開設を目指し、砂川市義務教育学校基本構想（案）

に対するパブリックコメントを経て、令和４年４月に「砂川市義務教育学校基本構想」

を策定いたしました。 
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主な取り組みの経過 

平成30年４月 適正配置の検討開始 

平成30年10月 適正配置に関わる「意見を聴く会」を実施 

・11団体・12開催 

令和元年５月 砂川市立小中学校適正配置基本方針（案）に対するパブリッ

クコメントの実施 

令和元年６月 「砂川市立小中学校適正配置基本方針」を策定 

令和元年８月 砂川市立小中学校適正配置計画検討委員会を設置 

令和元年12月 「砂川市立小中学校適正配置計画策定に関する提言書（計画 

案）」を受理 

令和２年５月 「砂川市立小中学校適正配置基本計画」を策定 

令和２年10月～11月 「砂川市立小中学校適正規模・適正配置説明会」を保護者、 

地域向けに学校、コミュニティセンター等11ヶ所で開催 

令和３年１月～４月 「砂川市立小中学校適正配置基本計画に対する同意書」によ 

る合意形成 

令和３年６月 砂川市立小中学校統合準備委員会を設置 

令和３年６月 砂川市小中一貫教育推進委員会を設置 

令和３年10月 中学校統合委員会を設置 

令和４年３月 「中学校統合に向けた提言書」を受理 

令和４年３月 砂川市義務教育学校基本構想（案）に対するパブリックコメ

ントの実施 

令和４年４月16日 「砂川市立石山中学校閉校協賛会」が設立 

令和４年４月20日 「砂川市義務教育学校基本構想」を策定 
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小中学校統合準備委員会について 

 

砂川市立小中学校統合準備委員会（以下「準備委員会」という。）は、学校統合を進め、

令和８年度の義務教育学校開設を目指していくため、令和２年度に策定した「砂川市立小中

学校適正配置基本計画」（以下「基本計画」という。）及び令和４年度に策定した「砂川市

義務教育学校基本構想」に沿って具体的な事項を調査及び協議していくために、保護者、地

域の方々、学校関係者などからご意見を伺うための機関としており、準備委員会で協議した

内容及び決定した事項を取りまとめ教育委員会へ報告（提言）することとしています。 

 また、基本計画で示している「小中一貫教育の推進」については、別途「砂川市小中一貫

教育推進委員会」を設置して協議することとしています。 

 

 

準備委員会の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校統合準備委員会 

砂川市教育委員会 

（内容の決定） 

小中一貫教育推進委員会 

検討項目の提示 
校名、校歌 
スクールバス 
     など 

報告 

情報共有 

※必要に応じて部会設置 
        〇〇部会 
        △△部会 

検討項目の提示 
指導の一貫性の確保 
心のケアの充実  

など 

報告 

中学校統合委員会 

報告 
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■中学校の統合 

 統合年度  令和５年度 

校  名  砂川中学校 

校  舎  現砂川中学校を使用 

 校  歌  現砂川中学校のものを使用 

 校  章  現砂川中学校のものを使用 

 校  旗  現砂川中学校のものを使用 

■小学校の統合 

統合年度  令和８年度 

統合方法  ５校すべてが統合 

 

 

 

 

 

義務教育学校 

（新たな学校種） 

・小学校統合時に小中一貫教育の導入を図る 

（ただし、適正配置によらず先行実施が可能 

な場合は、適宜導入することとします。） 

・校名、校歌等が新たに設定される 

小中学校統合の流れについて 

 

 適正配置基本計画では、「小学校５校を１校に統合し、校舎については新校舎を基本とす

る」「中学校両校を１校に統合し、砂川中学校の活用を基本とする」となっており、小学校

の統合が令和９～11年度、中学校の統合が令和６～７年度を目指すこととしていましたが、

令和３年６月の教育委員会会議において、中学校の統合については「令和５年度」、小学校の

統合においては「令和８年度」とし、小中一貫教育については、義務教育学校とすると決定

いたしました。 

 また、義務教育学校基本構想において、義務教育学校の建設形態については、既存の校舎

（砂川中学校）を改修し小学校相当部分を増築していくものと、既存の校舎を活用せずに新

築するものとの２通りの建設形態について、建設、施設管理に伴う概算費用や管理運営につ

いて、今後比較検証することにより決定することとし、建設予定地については、これまでの

基本方針、基本計画の考え方を踏まえて検討を行い、日の出運動公園の利活用により効果的

な教育活動の推進が見込まれることなどから、建設形態のいずれかにおいても「現砂川中学

校敷地」としています。 
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　 中学校統合委員会について

〇 統合準備に係る組織について

〇 各グループにおける検討事項について

学校経営グループ 教務グループ

学校経営方針の立案・策定 年間指導計画・年間行事予定の作成

統合推進計画作成・管理 日課表の統一

職員人事及び校内組織体制の検討 評価・評定の規準と方法の統一

PTA部会との連携 令和５年度の新３年生の学級編成

保護者への統合に関わるお知らせ 学習の手引きの活用や学習規律の統一

教育課程編成部会の会議録作成 石中保護者への砂中参観日の案内

指導グループ 定期テスト・学力テスト等の実施計画

朝読書の取組

統合時の生徒会役員の選出方法 授業交流の実施（生徒の交流が目的）

令和５年度の設置委員会の原案作成 授業交流の実施（職員の指導改善と生徒理解）

生徒会や委員会の交流活動の計画と実施

令和５年度の設置部活動の原案作成 事務グループ

備品の確認

石山中から砂川中へ持ってくる備品等の仕分け

入学説明会での部活動紹介 移動計画の作成

学校祭、体育祭の計画 文書保管と整理

石中関係物品の展示計画と実施

施設改修等要望の取りまとめ

副教材の統一（令和４年度１年生）と令和５年度３年生の教
材等の違いに対する対応

旅行的行事の共同実施、令和４年度の見学旅行・宿泊研修
と令和５年度の修学旅行の計画

　中学校統合委員会は教育課程編成部会とPTA部会（R4年度設置）に分かれており、教育課程編

成部会に①学校経営グループ、②教務グループ、③指導グループ、④事務グループを設置し、令

和３年度については下記に記載の各グループの検討事項について協議を実施しました。

（特別支援担当）

「生活の心得」「服装・頭髪・上靴のきまり」「生徒協
約」の見直しに係る計画と実施

部活動の合同練習の実施計画（スクールバス運行テ
ストも兼ねる）

特別支援学級生徒の指導に係る情報共有

砂川市立小中学校
統合準備委員会

中学校統合委員会

事務グループ

指導グループ

教務グループ

学校経営グループ

教育課程編成部会
PTA部会

(Ｒ４年度設置)
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  中学校統合委員会経過報告 

 

 ◎教育課程編成部会 ２回開催（令和３年 12月６日、令和４年２月 10日） 

  〇統合準備にかかる組織及び検討事項について 

・中学校統合委員会組織について・・・別紙統合準備に係る組織についてのとおり 

   ・石山中物品の展示計画は事務グループで原案作成し、展示については石山中の意 

向を確認し計画 

  〇進め方について 

   ・メンバーは人事異動があれば変更する 

   ・日程については各グループで決定し、他グループとの調整は教頭を通す 

  〇PTA部会について 

   ・R４年４月の新役員承認後に両校三役でメンバーを構成 

 

◎教務グループ ３回開催（令和３年 12月 20日、令和４年２月８日、３月２日） 

  〇学習関係について 

   ・副教材について、R４年度１、２年生は基本的に統一 

   ・学力テストは、１、２年生は同一日程、定期テストは、前期期末以外同一日程 

   ・学習の手引き、学習規律は教務グループで統一を図る 

   ・年間指導計画は既に共通の計画を使用 

  〇行事について 

   ・１年生見学旅行は、R４年度はそれぞれで実施し、両校の情報共有をする中で R５ 

年度の計画を行う 

   ・R４年度の２年生宿泊学習は、同一施設に宿泊し、施設内で交流行事を行う 

   （※コロナ感染症による影響で別日程となってしまい、交流行事はできなかった） 

  〇授業交流について 

   ・生徒交流を目的とした事業交流については、各教科、特別活動も実施し、クロー 

ムブックの活用や R４年 11月以降のスクールバスの活用も視野に検討・実施 

・職員の指導改善と生徒理解を目的とした授業交流については、教科ごとか全体で行 

うかを検討し、直接行き来するだけでなく Google Meetなどの活用も検討 

（※５月 10日に石山中研修担当が授業参観のため砂川中を訪問） 

  〇評価について 

   ・評価方法については、観点ごとに素点を入力し達成度を出す砂川中の方法を採用 

   ・評価の際は３観点を 1：1：1とし、３観点の兼ね合いについては、主体的に取り 

組む態度が他の２観点と連動するようにし、従来の「関心・意欲・態度」の評価に 

ならないようにする 
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・評価・評定のカッティングポイントについては、両校でズレがあり、決定の際の 

妥当性もないことから、ズレのある部分は両校の中間を取ることとし、R４年度から 

統一して実施 

  〇その他について 

   ・石山中教員や保護者が砂川中の参観日に出席できるよう調整 

   ・R５年度３年生の学級編成は両校それぞれ３つに分けるほうが良い（砂川中の職員 

会議で再確認をする） 

 

 ◎指導グループ ２回開催（令和４年１月 12日、２月 21日） 

  〇部活動について 

   ・R４年度の中体連以降に合同練習や合同チームの編成等を実施 

   ・砂川中の部活動について少人数のため維持が難しくなっているものもあるため R４ 

年度中に再検討する 

・石山中卓球部については砂川中で存続 

・中学校統合後にそれぞれの学校にあった部活動への入部を認める 

・義務教育学校移行時に、すべての部活動の存続について再検討 

  〇生徒会の組織について 

   ・R５年度前期は両校の執行委員及び各委員長はそのまま役職に残る（複数体制） 

   ・委員会の数、活動内容、構成人数は砂川中のものを継承 

  〇生徒会の活動（行事）について 

   ・砂川中の行事を継承することを基本とするが、石山中で実施している「３年生を 

   送る会」については、砂川中での実施について検討 

・石山中で実施しているプルタブ、古切手収集は R４年度で終了 

  〇交流活動について 

   ・10月 14日に砂川中で両校合同執行部会を行い、交流活動について話し合いを実 

施する 

・11月 18日、５・６時限に両校の１・２年生が砂川中で合同集会を実施 

・市の小中高校合同音楽会にて、両校の２年生が合同合唱発表をできないか検討 

 

 ◎事務グループ １回開催（令和４年１月 11日） 

  〇移動計画等について 

   ・移動計画、物品仕分けは事務グループで協議 

   ・移動にかかる予算及び物品（段ボールなど）は市教委で対応 

   ・荷物の運搬については業者委託の方向 

  〇文書管理・整理について 

   ・保存文書は砂川中へ移動 
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   ・学校行事表は沿革誌で代替え 

  〇石山中物品展示について 

   ・校歌、校旗は砂川中で展示 

   ・パネル写真、トロフィー等は今後協議 

   ・石山中のショーケースの移動も検討 

   ・物品展示については PTAグループの意向も聞きながら検討 

  〇施設に関する要望 

   ・特別支援の必要教室数も増えるため、足りなければパーテーションの活用も検討 

   ・統合後に学級の人数が増えるので、コロナ対策も考慮すると教室が狭くなるため 

対策について検討が必要 

・職員室の机、椅子についても不足が出る 

・義務教育学校開校時に生徒用の机・椅子を新調 
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す
る
教
育
委
員
会
の
考
え
方

 

１
 

○
総
体
的
な
意
見

 
 

 教
育
委
員
構
成
メ
ン
バ
ー
の
考
え
方
に
反
対
で
す
。

 

統
合
す
る
と
子
供
を
も
つ
世
代
は
砂
川
か
ら
転
出
す
る
の
で
は
な
い
か
。

 

南
地
区
、
中
地
区
、
北
地
区
の
三
地
域
で
の
教
育
と
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

 

教
育
全
般
に
対
し
て
の
ご
意
見
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
基
本
構
想
に
関
わ
る
こ
と

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

 

学
校
を
取
り
巻
く
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
風
土
や
伝
統
が
あ
り
、
そ
の
地

域
で
の
通
学
や
学
校
生
活
を
重
視
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、
地
域
に
根
差
し
た
学
習
と
い
う
部
分
に
お
い
て
は
、

「
砂
川
」
と
い
う
単
位
で
の
地
域
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
学
習
機
会
な
ど
教

育
環
境
の
統
一
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
砂
川
の
子
ど
も
た
ち
が
概
ね

等
し
い
環
境
の
下
で
学
び
、
そ
の
中
で
地
域
が
し
っ
か
り
関
わ
り
を
も
ち
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
促
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

２
 

○
Ｐ
７
（
６
）
 
教
育
課
程
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

 
 

 前
期
と
後
期
に
ま
た
が
る
形
で
２

nd
ス
テ
ー
ジ
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小

学
校
で
の
卒
業
式
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
前
期
課
程
の
終
わ
る
段
階
で
、「

修
了
式
」

と
い
う
も
の
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

「
６
－
３
制
」
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
９
年
間
を
見
通
し
た
「
４
－
３

－
２
制
」
の
学
年
段
階
の
区
切
り
に
よ
る
系
統
的
な
編
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
前
期
課
程
修
了
段
階
で
の
卒
業
式
に
あ
た
る
も
の
は
想
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
９
年
間
で
の
節
目
と
な
る
入
学
式
や
卒
業
式
、
各
ス
テ
ー
ジ
修
了
時
に
は

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
式
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

 



10 

 

 

  

Ｎ
ｏ

 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど

 
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
考
え
方

 

３
 

○
Ｐ
７
（
６
）
 
教
育
課
程
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

 
 「
指
導
の
形
態
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
『
教
科
指
導
の
形
態
』
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
の
表
記
で
は
、
学
級
指
導

を
担
当
す
る
「
学
級
担
任
制
」
と
混
同
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
消
え
る
よ
う
な
誤
解

が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。
従
っ
て
『
教
科
指
導
の
形
態
』
と
表
記
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

 

「
指
導
の
形
態
」
に
つ
い
て
は
教
科
に
対
す
る
指
導
と
し
て
示
し
て
お
り
、
ご
意

見
の
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、「
教
科
の
指
導
形
態
」
の
表
記
に
修
正
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

４
 

○
Ｐ
１
～
Ｐ
２
 
１
小
中
一
貫
教
育
の
ね
ら
い
、
２
学
年
の
区
切
り
と
教
育
課
程
の

編
成
に
関
わ
っ
て
の
要
望

 
 

本
文
の
内
容
（
趣
旨
）
に
関
わ
っ
て
は
理
解
で
き
ま
す
し
同
感
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
内
容
は
、
現
在
の
様
々
な
諸
課
題
が
解
決
し
「
～
こ
う
な
る
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
期
待
や
願
望
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、（

お
そ
ら
く
文
科
省
発
出
の
文
書
が

下
敷
き
か
と
推
量
し
つ
つ
）「

～
こ
う
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
検
証
は
ま
だ
ど
こ
の
地

域
で
も
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
Ｐ

-Ｄ
-Ｃ

-Ａ
サ
イ
ク
ル

で
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
則
る
な
ら
ば
、
こ
の
各
ス
テ
ー
ジ
毎
の
成
果
と
課
題
を

分
析
・
検
証
す
る
た
め
、
学
校
・
父
母
・
地
域
（
あ
る
い
は
第
三
者
）
か
ら
選
ば
れ

た
『
評
価
検
証
委
員
会
（
あ
る
い
は
協
議
会
）』

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。 

幅
広
く
多
様
な
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

 

広
く
知
恵
を
集
め
る
、
ま
た
多
面
的
に
物
事
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
有
効
だ
と
考

え
ま
す
。

 

 

学
校
運
営
協
議
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
学
校

に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
学
校
運
営
へ
の
支
援
や
改
善
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

学
校
運
営
に
関
す
る
評
価
や
検
証
を
行
う
組
織
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
協
議
会

に
て
多
様
な
意
見
を
集
約
出
来
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

５
 

○
Ｐ
２
の
（
２
）
に
つ
い
て

 
 「

学
び
の
内
容
変
化
」、
「
環
境
の
変
化
」
と
変
化
が
２
度
つ
づ
き
ま
す
。

 

こ
こ
は
、「

学
び
の
内
容
深
化
」、
「
環
境
の
変
化
」
と
修
正
し
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。

 

  

ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、「

学
び
の
内
容
深
化
」
の
表
記
に
修
正
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 



11 

 

 

  

Ｎ
ｏ

 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど

 
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
考
え
方

 

６
 

○
Ｐ
４
（
４
）
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

 
 こ
の
文
中
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
学
校
運
営
協
議

会
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

 

こ
の
基
本
構
想
（
案
）
の
中
で
は
、「

学
校
運
営
協
議
会
」、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）」

と
３
つ
の
表
現
が
あ
っ
て
、
同

じ
も
の
な
の
か
、
違
う
も
の
な
の
か
？

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
「
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
」
の
こ
と

で
あ
り
、
学
校
運
営
協
議
会
を
指
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
略
称
と
し
て
「
Ｃ
Ｓ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
表
現
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
略
称
表
記
を
削
除
し
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

 

７
 

○
Ｐ
２
 
３
 
教
育
理
念
と
目
指
す
児
童
生
徒
像
に
つ
い
て

 

 「
学
校
運
営
協
議
会
」
の
前
に
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
』
の
言
葉
が
入
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
も
つ
働
き
や
役
割
は
極
め
て
重
要
で
す
。
こ
れ
を
抜
い
て
「
学
校
運
営
」

で
は
、
い
さ
さ
か
本
末
転
倒
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
文
言
は
入
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 

 

学
校
運
営
協
議
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
学
校

に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
学
校
運
営
へ
の
支
援
や
改
善
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

学
校
運
営
に
関
す
る
評
価
や
検
証
を
行
う
組
織
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
と
し

て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
も
つ
働
き
や
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
と
考
え
、
組
織
内
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

 



12 

 

 

  

Ｎ
ｏ

 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど

 
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
考
え
方

 

８
 

○
Ｐ
１
３
（
３
）
 
多
目
的
教
室
等
文
中
「
適
応
指
導
教
室
」
に
つ
い
て

 
 

子
ど
も
の
「
学
ぶ
権
利
」（

学
習
権
）
の
保
障
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
う
や

く
設
置
に
向
け
て
動
き
出
し
た
も
の
だ
と
大
賛
成
で
す
。
ぜ
ひ
、
実
現
す
る
よ
う
検

討
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
「
学
校
」
に
設
置
す
る
こ
と

に
は
些
か
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
不
登
校
に
至
る
原
因
や
要
因
は
様
々

で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
状
態
が
長
期
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
学
校
」
と
い
う
建
物

に
対
し
て
強
い
恐
怖
感
や
嫌
悪
感
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。（
私
の
経
験
で

も
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
が
い
ま
し
た
。）

 
 
 
 
 

 

従
っ
て
、「

学
校
」
内
部
に
設
置
す
る
よ
り
は
学
校
と
い
う
建
物
か
ら
離
れ
た
場
所

で
学
ん
だ
り
、
経
験
し
た
り
、
社
会
性
や
集
団
性
を
身
に
つ
け
た
り
し
て
、
徐
々
に

学
校
へ
つ
な
げ
て
い
く
手
立
て
を
と
る
方
が
賢
明
だ
と
考
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

市
街
地
の
中
（
軽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
な
い
が
公
民
館
）
や
総
合
体
育
館
（
学
校
の
近

く
と
い
う
欠
点
は
あ
る
が
、
施
設
内
の
一
室
を
借
用
で
き
れ
ば
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
も
対

応
で
き
る
）
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
は
、
不
登
校
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
や
は
り
最
後
は
「
学
校
に
返
す
」
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、「

人
は
、
人
の
中
で
育
つ
」
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
し
、
知
力
・
体
力
・
情
意
面

の
力
な
ど
を
総
合
的
・
組
織
的
に
享
受
で
き
る
の
は
学
校
教
育
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
そ
れ
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

文
部
科
学
省
の
「
適
応
指
導
教
室
」
の
定
義
で
は
、「

学
校
外
に
設
置
し
て
い
る
施

設
、
又
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
利
用
し
て
校
内
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
、

児
童
生
徒
の
在
籍
校
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
集
団
で
の
活

動
、
教
科
指
導
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
教
育
相
談
室
の
よ
う
な
単
に
相
談
を
行
う
だ

け
の
施
設
は
含
ま
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
登
校
す
る
こ
と
が
難
し
い
児
童
生
徒
へ
の
支

援
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
不
登
校
か
ら
再
登
校

に
向
け
て
の
前
段
階
と
し
て
、
別
室
へ
の
試
験
登
校
を
促
す
場
と
し
て
利
用
し
た
り
、

教
室
内
で
の
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
教
室
に
入
り
づ
ら
く
な
っ
た
生
徒
の
感

情
を
整
え
る
場
と
し
て
一
時
的
に
生
徒
が
入
室
し
、
関
係
修
復
に
向
け
て
の
支
援
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
建
物
か
ら
離
れ
た
場
所
で
は
な
く
校
内
で
の
適
応
指
導
教
室

の
開
設
を
目
指
し
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

９
 

○
Ｐ
１
４
の
（
７
）
及
び
Ｐ
１
５
の
８

 
建
設
予
定
地
に
つ
い
て

 
 

Ｐ
１
４
の
（
７
）
の
文
章
で
「
設
置
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
新

設
す
る
」
と
い
う
意
味
に
と
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
よ
ろ
し
い
の
で
し

ょ
う
か
。

 

ま
た
、
Ｐ
１
５
の
８
で
「
活
用
が
見
込
め
る
」
と
書
い
て
お
り
、「

新
設
」
そ
れ
と

も
「
活
用
」
な
の
か
意
味
が
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

 

義
務
教
育
学
校
の
校
舎
建
設
は
、
建
設
形
態
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
も
「
現
砂
川

中
学
校
敷
地
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
敷
地
内
で
の
建
設
状
況
に
よ
り
、
現
陸
上
用
ト

ラ
ッ
ク
や
現
野
球
場
を
活
用
す
る
又
は
設
置
位
置
を
変
更
し
新
設
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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Ｎ
ｏ

 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど

 
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
考
え
方

 

１
０

 
○
Ｐ
１
５

 
４

 通
学
支
援
に
つ
い
て

 
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
大
事
な
通
学
の
手
段
で
す
。
令
和
８
年
度
に
は
小
１
か
ら
中
３

ま
で
が
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

 

（
１
）
運
行
の
経
路
、
時
間
、
本
数

 

（
２
）
停
留
所
の
（
新
設
を
含
む
）
設
置

 

（
３
）
運
行
車
輌
の
増
加

 

な
ど
、
よ
り
一
層
細
や
か
な
配
慮
に
基
づ
く
検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

令
和
２
年
５
月
に
「
砂
川
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
通

学
手
段
の
確
保
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
・
運
行
を
基
本
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
、
砂
川
市
立
小
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
の
中
学
校
統
合
に
向
け
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
、
一
定
の
整
理
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

 

本
年
度
に
お
い
て
も
砂
川
市
立
小
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
引
き
続
き
設
置

し
、
令
和
８
年
度
に
お
け
る
通
学
支
援
に
つ
い
て
建
設
的
な
議
論
を
進
め
、
よ
り
良

い
も
の
と
な
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

１
１

 
○
Ｐ
１
５

 
７
 
建
設
形
態
に
つ
い
て

 
 

現
在
の
砂
川
中
学
校
の
校
舎
は
、
平
成
７
年
（
19
95

年
）
４
月
か
ら
の
使
用
で
す
。 

し
か
し
、
義
務
教
育
学
校
の
設
置
年
に
は
、
こ
の
校
舎
が
３
１
年
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
、「

大
規
模
改
修
」
が
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
校
舎
の
耐
用

年
数
が
い
か
ほ
ど
に
な
る
の
か
？
ま
た
、
施
設
設
備
の
劣
化
が
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の

か
？
に
わ
か
に
予
想
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
で
き
う
る
な
ら
ば
、
○Ａ
全
面
新
築
、
○Ｂ
も

し
○Ａ
が
無
理
な
ら
、「

大
規
模
改
修
」

+
「（

新
し
く
）
増
築
」
な
ど
（
大
き
く
お
金
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
）
抜
本
的
な
施
設
設
備
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

（
個
人
意
見
と
し
て
は
、
先
を
見
通
せ
ば
○Ａ
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。）

 

 

砂
川
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
け
る
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は

60
年
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
既
存
校
舎
に
お
け
る
詳
細
な
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
た

め
、
一
概
に
耐
用
年
数
は
判
断
出
来
な
い
で
す
が
、
設
備
等
に
お
い
て
は
計
画
的
に

更
新
等
を
行
い
、
安
全
面
・
機
能
面
に
お
い
て
の
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
は
、
随

時
対
応
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

義
務
教
育
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
既
存
校
舎
の
現
況
調
査
や
費
用
面
に
お
け

る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
、
総
合
的
に
判
断
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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【統合準備委員会での検討事項】

協議予定時期

７月～３月

７月～３月

８月～３月

８月～３月

９月～３月

９月～３月

７月～３月

６月～７月

６月～８月

【学校及び教育委員会での検討事項】

協議予定時期

４月～３月

適宜

７月～12月

令和４年度以降

令和４年度以降

適宜

建設・改修に関すること

①義務教育学校の建設形態についての検証

その他

①条例、規則の改正

②廃校となる校舎・校地の跡地利用の検討（市長部局）

③保護者への進捗状況等の説明・確認

児童生徒にとっての環境変化への対応

①学校行事や部活動等において児童生徒同士の交流

適宜
②統合前から在籍している教員を統合後の学校にも一定数配置するとともに、統合後
の学級編制や担任の決定について十分な配慮を行う

③教職員のニーズを十分に踏まえ、統合後の指導に必要な研修の実施

④学習規律や生活規律等に関するルール、生徒指導の方針・基準等についての調整

⑤児童生徒や保護者の不安や悩みを把握するアンケートの実施

会議、委員等に関する事項

①ＰＴＡ規約の改訂、役員等の再選出

４月～３月②統合後の学校運営協議会等のメンバーの調整

③学校医や学校歯科医等の配置に関する調整、各種非常勤職員の任用の調整

学校の歴史、記録、会計に関する事項

①学校史の編さん

４月～３月

②廃校となる学校の歴史に関わり保存展示すべきものの選定・保存方針の決定（校
旗・校章、校名板、校歌、児童生徒の制作物、各種寄贈物、賞状・トロフィー等）

③同窓会名簿等の整理・統合方針の決定

④ＰＴＡ会計などの整理・引継ぎ

⑤記念式典（石山中学校閉校式）の準備、実施

区　　　分

中学校統合に関する事項

①休日運行の検討

②運行基準・運行マニュアルの決定に向けた調整

義務教育学校開校に関する事項

①乗車対象者の確定

６月～３月

②運行経路及び停留所について

③スクールバスの運行台数について

④運行回数・休日運行の検討

⑤一般利用について

スクールバスに関する事項

③校章、校旗の決定に向けた調整

④校則等の決定に向けた調整

⑤校歌の決定に向けた調整

⑥通学方法等についての調整

学校建設に関する事項

①基本設計等に関わる調整

義務教育学校に関する事項

①校名の決定に向けた調整

②制服、ジャージ、上靴、その他指定学用品の調整

検討事項及び協議予定時期について（案）

区　　　分


